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第30回名古屋大学博物館企画展記録（その2）： 
博物学者・山本時男の集めた石と貝

Record of 30th Nagoya University Museum Special Display (Part 2): Rocks 
and shells collected by the naturalist Professor Tokio Yamamoto

足立　守（ADACHI Mamoru）

〒464-8601名古屋市千種区不老町　名古屋大学Ph.D.プロフェッショナル登龍門推進室
Program for Leading Graduate Schools “Ph.D. Professional”: Gateway to Success in Frontier Asia, Nagoya University, 
Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya 464-8601, Japan

場所：名古屋大学博物館3階展示室　　　会期：2015年2月17日～5月9日
主催：名古屋大学博物館

2015年の春（2月17日～5月9日）に，第30回名古屋大学博物館企画展「めだかの学校・メダカ先生（山
本時男）と名古屋大学のメダカ研究」が開催された．この企画展の全容，会期中の特別講演会，博物館
コンサート等については，野崎による報告が予定されているので，ここでは，メダカ博士であり博物学
者でもあった山本時男が収集した石（足立担当，図1–13）と貝（野崎担当，図14–17）について，展示
解説パネルと写真を使って報告する．
石と貝（貝殻）の展示には3つのケースを使用し，主な石18個を2つの展示ケースに，貝（大11個，
小35個）を1ケースにまとめて展示コーナーとした．

図1．博物学者（naturalist）としての山本時男．
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図2．山本時男が大切にしていた扁額．

図3．メダカ博士は石が好きだった．
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図4．メダカ博士・山本時男の集めた東海地方の石．

図5．壺石．
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図6．ちょっと詳しい壺石関連情報．

図7．赤褐色チャートと亀甲石．
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図8．赤白珪石．

図9．水石，静缶石．
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図10．鉄丸石とバラ輝石．

図11．瑞浪層群の砂岩とメノウ．
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図12．外国産の石（ブラジルの魚化石、南極の片麻岩）．

図13．メダカ博士・山本時男の収集した石の展示風景．
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＊山本コレクションの南極の石はスウェーデンからやってきた
　メダカ展の準備段階で，山本コレクションの石の整理をしていた足立は，コレクションの中にガー
ネットを含む珍しい片麻岩が一つだけあることに気づいた．この石に関するラベルやメモはなかった
が，片麻岩の岩石学的特徴から，これが南極の石であると直感しパネルを作成した（図12下）．しかし，
確かな情報があった訳ではないので，ある意味，‘フライング’的な部分はあったが，メダカ展の終了
後に，この石が正真正銘の南極の石であることが明らかになった．
　メダカ博士の山本時男（1906–1977）は，日本のメダカ研究のパイオニア會田龍雄（1872–1957）と會
田の弟子の竹内哲郎（1932–）（山本の弟子でもあった）と親しい研究仲間で，メダカや研究情報の交換
だけでなく様々な面で親交があった．問題の石は，以下に記すように，1967年に竹内がスウェーデン
から持ち帰り，その後，山本の手に渡ったという南極の石の由来に関する貴重な情報が，竹内から博物
館の野崎に寄せられた．
竹内はスウェーデン聖約キリスト教団によって1961年に岡山に設立された日本聖約キリスト教団の

クリスチャンソン宣教師と親しかった．その縁で，1967年6月にスウェーデンのストックホルムを訪問
した時に，クリスチャンソン師から珍しい南極の石を譲り受けた（図12下）．クリスチャンソン師の親
族か知人がスウェーデン南極調査隊の隊員として南極で採集した石という話であった．帰国後の1967

年10月頃，竹内がこの南極の石のことを山本に話したところ会話が弾み，南極の石は1967年12月に山
本の石コレクションに加わった．
竹内の話では，クリスチャンソン師夫妻はずいぶん前に亡くなっていて，あの石が南極のどこでいつ

採集されたかは分からないとのことである．南極大陸のガーネット－黒雲母片麻岩であることは確かな
ので，石の採集地点については，今後，スウェーデンの南極調査隊の調査記録を調べる必要がある．

図14．博物学者としての山本時男Ⅱ．
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図15．メダカ博士・山本時男の収集した貝殻の展示風景．

図17．�小さな貝殻は木のケース（35に分割）を使って展示．
貝殻を水洗いしクッションの脱脂綿を交換したの
で，真新しく見える．

図16．サイズの大きな貝殻．


